鎌倉市自治基本条例策定市民会議第25回運営委員会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１９年４月９日（月）　午後６時００分～８時３０分

	場　　所　　　　　　　市役所　講堂

	出席者：荒井、大窪、大嶋、笠原、春日、國友、郡司、幸道、増田、児島、宅見、橋爪、平井、三嶋、小泉、山村、鈴木、平倉、水野、吉田、渡辺（光）、狩谷
欠席者：渡邉（久）、片貝、
議事進行担当：議長　宅見、議長補佐　郡司、大嶋

事務局：征矢、窪田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要

１　ニューズレター原稿依頼文について
・前回の運営委員会の指摘の通り修正を行った。これで了承されれば、ＮＰＯセンターに登録し、連絡先を公開している市民活動団体（約250団体）へ11日に発送できる。
（意見）
共通認識でないことは書かない方がよい。ニューズレターへの原稿依頼に絞る。市民会議編集人狩谷氏の名前で文書を発信する。市民会議についての説明がないので、広報かまくら市民会議特集号、ニューズレター、市民会議フォーラム資料など、送れる範囲で効果的に送ってはどうか。
【決定事項】
意見の通り修正して、11日に送付する。
２　全体計画検討チーム報告
○　自治基本条例策定市民会議第2期以降の全体計画案策定までの経過
（意見）

・「案」はもう決まっているように感じる。たたき台であることを強調したい。
【決定事項】

最後の項目は４を５とし、最後の行を「全体計画案をたたき台として」とする。
○　市民会議第2期以降の活動全体計画案
（意見）
・なぜ班を解散して新しいグループを立ち上げるかわかりづらい。グループ組み替えの理由を明確にしたほうがよい。　→　①組み替えたほうがよいとする意見が多かったこと。②1期と2期では検討する内容が違うこと。が理由である。
・グループ編成が必要な理由の説明も必要である。　→　話し合いができるのは10人程度。全員で検討するには限界があるためグループに分けて検討する。

・グループの決め方、役員の選び方など決めないのか。　→　運営委員会では決めないで全体会に提案する。
・グループ分けは欠席者をどうするか考えてから進めるべきである。
・2期は知識の深い人がまとめ役になったほうがよい。
・市民会議は平等で公平が確保されていることが大事である。
・2期の後期は、やりたいテーマをやる方法とランダムにわける方法がある。これは全体会で決める。
・グループ討議の前には、1期とは違って細かい論点を整理しないといけない。
・2期は1期よりもまとめることが求められている。まとめができないと先に進めない。
【決定事項】
活動全体計画案は、修正することなくそのまま13日の全体会に提案する。

策定作業部会のグループ座長の決め方は、①グループは機械的にランダムにつくり、その中で座長を決める。②最初に仮座長を決めておいて、何回かのグループ討議の後正式に決める。などの方法が考えられるが、方法についてはこの案に織り込むことはしない。
新しい組織が立ち上がるまでは、運営委員会は解散しない。
３　市民会議会員の第三次募集を全体会にはかることについて
【決定事項】

第三次募集について、13日の全体会に提案し、内容については27日に決定する。


	特記事項

・第26回運営委員会　平成19年4月24日（火）午後６時から　場所：９０１会議室



